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１．実験概要 1

1) ①「中心市街地の周遊性向上」、②「日常生活における移動手段の確保」の2点を目的に、
主な拠点施設間で新たなモビリティを運行する実験を実施

（1）運行予定時期 • R3年2月28日（日）～R3年3月14日（日）
⇒R3年6月（2週間程度）

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況等により、運行可否等を判断

（2）運行ダイヤ • 9時～16時頃の時間帯において1日5・6便の運行を検討（運賃は無料）
⇒1日5往復（10便）

（3）運行車両 • マイクロバス（定員24名に対し、最大乗客数は9名に設定）
• 高精度3次元地図とGNSS及びLiDARを用いた自動運転システムにより運行
• いちごを主体とし、茂木町キャラクター「ゆずも」を取り入れたラッピングデザインを予定

（4）運行ルート • 道の駅もてぎ～真岡鐵道茂木駅～ふみの森もてぎ（往復：約3.7km区間）
• 施設内や踏切横断時、衝突の可能性がある場合等には手動運転

（5）安全管理 • 車両及び運行に係る安全管理責任者が同乗し、自動運転システムの稼働状況や道路状況
を確認しながら実験中の運行監視を実施

• 拠点施設内では、安全確保のため、交通誘導員を配置
• 自動運転バスの運行周知のため、運行ルート域外に実験の予告看板を設置
• 一般車両の自動運転バスへの追突防止のため、伴走車が自動運転バスを追従
• 新型コロナウイルス感染症対策を実施

（6）モニター募集 • 地域住民及び一般の乗車モニター（１便当たり最大 9名）を募集
• 事前応募枠、当日枠を確保予定

⇒関係者枠、地元住民枠、一般乗車枠を設定し、事前予約を原則（空席があ
る場合は当日参加可）

（7）結果検証 • 乗車モニターへのアンケート、交通事業者への聞き取り等により、「走行安全性」、「社会受
容性」、「ビジネスモデル可能性」の観点から実験結果を検証



：道の駅もてぎ発 ：ふみの森もてぎ発

２．運行ダイヤ 2

○実験実施日： 2月28日（日）～3月14日（日） ⇒R3年6月（2週間程度）
（試験走行日： 2月23日（火）～2月27日（土）） ⇒実験実施開始日前5日間

○運行時間帯： 9：00～16：00 （おおむね１時間に１往復、１日に5・6便運行）

○モニター乗車人数： １便当たり最大 9名

○運賃： 無料

1) 運行ダイヤの設定に当たっては、真岡鐵道や地元商店街等との連携を考慮
2) ふみの森もてぎの休館日（月曜日）は運休

道の駅もてぎ 真岡鐵道茂木駅 ふみの森もてぎ 備考

営業時間
平日：9：00－18：00
休日：9：00－18：00

平日：5：23－22：38
休日：5：23－22：38

平日：9：00－18：00
休日：9：00－17：00

定休日
第1・3火曜日

（一部店舗のみ営業）
― 毎週月曜

（祝祭日の場合は翌日）

自動運転バス
の発着

●
●

●
●

●
●

＜所要時間＞
道の駅もてぎ～茂木駅 ：約10分
茂木駅～ふみの森もてぎ ：約5分

本数 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時

10便/日
実験準備 片付け

■運行ダイヤ例（１日５往復（１０便））

■拠点施設の基本情報

※今後の新型コロナウイルスの感染
拡大状況により、運行可否等を判断

1、3、5、7、9便 2、4、6、8、10便

※道の駅もてぎからの往路、復路それぞれを1便として設定

⇒1日に5往復（10便）



項目
R3年

3月 4月 5月 6月

協議会

広報・地域
への周知

モニター募
集

実証実験

３．今後のスケジュール 3

第3回協議会（3/23）

実証実験（2週間程度）

予告看板による周知

チラシ配布（特設サイトは開設済み）

モニター募集

※4月下旬から乗車日の3日前まで予約受付
Web申込フォーム
開設（4月下旬）

コロナの状況を踏まえて
実施の可否を判断（4月中旬）



参考資料



４．乗車モニター募集 （１）実証実験の周知 5

1) ケーブルテレビ、チラシ、特設サイト等を用いて、実証実験に関する実施概要、乗車モニ
ター募集等の周知を実施

■茂木町報（令和3年2月号） ■特設サイト

※ 開催延期については令和3年3月号に掲載
※ 開催延期については令和2年2月17日より掲載出典：茂木町HP



1) チラシは、実証実験の概要と乗車モニター募集の案内を掲載し、地域住民への回覧や栃
木県庁・茂木町役場への設置を予定

４．乗車モニター募集 （２）チラシ 6

■チラシ（案） （表面） （裏面）

ダイヤ調整中

R3年6月で調整中



４．乗車モニター募集 （３）乗車枠 7

1) 事前予約を原則とし、乗車枠として関係者枠、地元住民枠、一般募集枠を設定
2) 予約は片道（1便）単位で行い、複数便を予約可能（1個人からの大量の申込はキャンセル対象）

【予約例】予約時に乗車する便名と乗車・降車拠点を選択
例１道の駅もてぎから乗車し、ふみの森もてぎで折り返し、道の駅もてぎまで一連で乗車する場合

第1便（乗車地：道の駅もてぎ、降車地：ふみの森もてぎ）と、
第2便（乗車地：ふみの森もてぎ、降車地：道の駅てぎ）を予約

例２茂木駅から乗車し、道の駅もてぎで2時間滞在した後、茂木駅まで乗車する場合
第6便（乗車地：茂木駅、降車地：道の駅もてぎ）と、
第9便（乗車地：道の駅もてぎ、降車地：茂木駅）を予約

乗車枠 内容

全体の乗車枠数
• 片道（1便）最大9名
• 往復利用で1日45名分（片道90名分）、13日間で585名（片道1,170名分）

乗
車
枠

①関係者枠 • 協議会委員・オブザーバー、公共交通事業者、県・町・関係施設等の関係者

②地元住民枠 • 茂木町在住の住民（一般募集枠での予約も可能）

③一般募集枠 • 茂木町外に在住の一般参加枠

道の駅もてぎ行（ダイヤ例）

便名
ふみの
森 発

茂木駅 道の駅
[着][着] 発

2便 9:56 [10:00] 10:04 [10:12]
4便 11:30 [11:34] 11:38 [11:46]
6便 13:23 [13:27] 13:28 [13:36]
8便 14:51 [14:55] 14:58 [15:06]

10便 15:55 [15:59] 16:00 [16:08]

ふみの森もてぎ行（ダイヤ例）

便名 道の駅
発

茂木駅 ふみの
森 [着][着] 発

1便 9:15 [  9:23] 9:25 [  9:29]
3便 10:38 [10:46] 10:51 [10:55]
5便 13:04 [13:12] 13:14 [13:18]
7便 13:56 [14:04] 14:08 [14:12]
9便 15:34 [15:42] 15:45 [15:49]

道の駅
もてぎ

茂木駅
ふみの森
もてぎ

片道最大9名

片道最大9名

※茂木駅で空いた席へ、茂木駅から乗車することは不可



４．乗車モニター募集 （４）申込方法 8

1) 地元住民枠、一般募集枠は特設サイトからの「①Web予約」、応募用紙の「②持込」または「③
FAX」により先着順で予約を受付（①～③を利用できない場合は電話で受付）

2) 事前予約において空席がある場合は、現地において「④当日受付」を実施

■申込フォーム（パソコン用） ■ 申込フォーム（スマホ用）

調整中

調整中

①Web予約（24時間受付）

②持込【応募用紙（チラシ裏面）】 ③ FAX ④当日受付
・栃木県庁、茂木町役場
に応募箱を設置予定

・参加整理券を配布

調整中



４．モニター募集 （５）同意書 9

1) 乗車モニターには、事前に以下の内容の同意書（案）により、実験の趣旨を理解頂く
2) 同意書に署名を頂いた上で、実験車両へ乗車頂く



５．結果検証 （１）評価項目 10

1) 実験目的に対し、「走行安全性」、「社会受容性」、「ビジネスモデル可能性」の観点で実
験結果の検証を実施予定

実験目的 検証項目

地域課題の改
善効果検証

県民の理解促進 走行安全性 自動運転サービスの安全性

社会受容性 サービスの満足度、課題等

まちなかを周遊する新たな交
通モードの実現可能性検証

（日常生活における移動手段
の確保）

今後の利用意向、支払意思額

道の駅パークアンドライドでの
商店街における周遊性向上
（中心市街地の周遊性向上） ビジネスモデル

可能性
商店の来客数・売上

持続可能性の
検証

ビジネスモデルの検討 担い手の有無

運行収入（運賃収入、公共交通利
用者数、補助金等）

運行コスト（車両費、システム保守
費、オペレーター人件費等）



５．結果検証 （２）データ取得方法 11

1) 乗車モニターへのアンケート及び公共交通事業者や民間企業へのヒアリング等を実施

検証項目 評価項目（素案） 調査対象
調査方法

調査内容（例）アン
ケート

ヒアリ
ング等

その他

走行安全性 ・自動運転サービスの
安全性

－ － －
事象検
知ログ、
映像 等

・自動運転車両の停止事象
・危険回避のために行った手動介入事象
・ヒヤリハット発生事象
・GPS、センサデータ等の分析

社会受容性 ・サービスの満足度、
課題

モニター
地域住民

● － －

・自動運転バスの乗り心地
・自動運転バスへの信頼性
・課題と感じた点
・市街地を訪問する機会が増えると思うか

・今後の利用意向、支
払意思額

モニター
地域住民 ● － －

・将来的な利用意向
・自動運転バスによる移動サービスへの支払
意思額

ビジネスモデル
可能性

・商店の来客数・売上 道の駅もてぎ
ふみの森もてぎ
公共交通事業者
商店街 等

－ ● －

・商店の来客数・売上
・サービスが実現した場合に利用者の増加が見
込めると思うか

・担い手の有無
・運行収入
・運行コスト

茂木町
公共交通事業者
民間企業

－ ● －

・将来の地域の協力体制
・採算性確保の方策
・運行費用を踏まえた事業可能性



５．結果検証 （３）走行安全性 12

1) 実験中に発生した自動運転バスの停止や手動介入等の事象について、事象を検知した
時刻やGPS・センサデータにより収集

2) 車両に設置されたカメラ映像と照合することで、事象発生時の状況把握、要因推定を行
い、自動運転バスが一般車と混在して走行する上で生じ得る課題を整理

事象検知ログ

GPSデータ

カメラ映像

実験中の事象検知

照合

• 事象発生時の記
録とカメラ映像を
照合

• 事象発生時の状
況把握および要因
推定

• 自動運転バスが
一般車と混在して
走行する上で生じ
得る課題を整理

状況把握・要因推定 課題整理

・事象が発生した時刻

センサデータ

・位置情報、時刻

・加速度、速度



５．結果検証 （４）社会受容性 13

1) 乗車モニター、地域住民へのアンケートにより、自動運転バスの満足度や信頼性を評価
し、「自動運転による移動サービス」の社会受容性を検証

社会受容性
の評価項目
（素案）

評価内容
設問内容（案）

乗車モニター 地域住民

サービスの
満足度、課
題

満足度 •自動運転バスの満足度を評価 一般の路線バスの乗り心地と
比較した場合の急ブレーキ、急
ハンドルの有無

―

•今回の実験における課題を評価
•将来的な導入に向けた改善案を検討

今回の運行ルート以外に立ち
寄ってほしい場所 ―

自動運転バスに乗車して課題
と感じた点

道路を走行している自動運転
バスを見て課題と感じた点

受容性 •運転手がいる状態での自動運転バスへ乗車
することに対する受容性を評価

•地域住民側からは、自動運転バスが地域を走
行することに対する受容性を評価

•乗車前後、または走行中の自動運転バスを見
た前後における印象の変化を調査し、実験の
影響を評価（県民の理解促進）

運転手がいる状態の自動運転
バスへ乗車することに対する、
乗車前後の印象（4段階）

運転手がいる状態の自動運転
バスが地域を走行することに対
する、走行中の自動運転バスを
見た前後の印象（4段階）

自動運転バスへ乗車すること
に不安を感じる理由

自動運転バスが地域を走行す
ることに不安を感じる理由

•無人の自動運転バスに対する、現時点での受
容性について評価

無人の自動運転バスへ乗車す
ることへの印象（4段階）

無人の自動運転バスが地域を
走行することへの印象（4段階）

社会的効
果

•自動運転バスによる移動サービスが導入され
ることによる社会的効果を評価

道の駅もてぎやふみの森もてぎ等、市街地を訪問する機会が増
えると思うか



５．結果検証 （４）社会受容性 14

社会受容性
の評価項目
（素案）

評価内容
設問内容（案）

乗車モニター 地域住民

今後の利
用意向、支
払意思額

今後の利
用意向※

•自動運転バスによる移動サービスの需要を評
価

想定される利用頻度

利用したくないと思う理由

支払意思
額※

•自動運転バスによる移動サービスが導入され
た場合の、想定される運賃収入を評価

支払ってもよいと思う金額

その他

広報 •実証実験等について、情報発信に有効な情報
媒体を評価

実験について何を見て情報を得たか

現状の移
動の状況

•自動運転バスによる移動サービスが導入され
ることにより、移動に対する課題解決や、日常
の移動手段としての利用になり得る可能性を
評価

日常の移動に対する課題

日常の外出目的ごとの、外出頻度、利用交通手段

－ ・基本属性 年代、性別、居住地、就労区分、運転免許保有有無

※「ビジネスモデル可能性」の検証にも利用

1) 乗車モニター、地域住民へのアンケートにより、自動運転バスの満足度や信頼性を評価
し、「自動運転による移動サービス」の社会受容性を検証



５．結果検証 （５）ビジネスモデル可能性 15

1) 事業主体になり得る可能性、事業の運営方法等について、公共交通事業者や民間企業
等へのヒアリングにより調査

【事業主体】
（候補）
・公共交通事業者
・地元企業
・茂木町

【行政機関】
・茂木町

【地域】
・茂木町観光協会
・社会福祉協議会

【ビジネスモデルのイメージ】

協力金
【地元企業】

・道の駅
・観光施設
・民間企業
・商店街 等

収益増

広告料・
協力金

利用客

運賃移動サービス

ヒアリング調査対象 調査内容

【事業主体】
【行政機関】

公共交通事業者、
地元企業、茂木町

・将来の地域の協力体制
・採算性確保の方策（補助金の可能性等）
・運行費用を踏まえた事業可能性

【地元企業】 道の駅、観光施設、
民間企業、商店街 等

・商店の来客数・売上
・サービスが実現した場合に利用者の増加が見込めると思うか
・広告の掲示やスポンサー等の協力金などの可能性

【地域】 茂木町観光協会、社会福祉協議会 ・地域協力金などの可能性

補助金



５．結果検証 （５）ビジネスモデル可能性 16

1) 運行収入、運行コスト（支出）をアンケート、ヒアリング調査結果、統計データ等を用いて
推定し、ビジネスモデルの運用可能性を検証

収益 項目 利用データ

収入 運賃収入
（地元住民、観光客）

・アンケート調査結果
（支払意思額、利用意向、利用頻度 等）
・統計データ
（茂木町人口、観光客動態調査 等）

補助金 ・ヒアリング調査結果（茂木町）

協力金 ・ヒアリング調査結果（地域、地元企業）

支出 人件費 ・栃木県最低賃金
・ヒアリング調査結果
（事業主体：運行日数、時間 等）

車両費、維持費 ・ヒアリング調査結果（車両保有企業 等）

事業管理費
（システム保守費、通信費 等）



記念シール
• 直径5cm程度のシール

６．乗車記念品 17

日 1) 自動運転バスの乗車モニターとして参加した方に、乗車記念品として、記念シールと記
念チケットのいずれか一方と、真岡鐵道オリジナルボールペンをプレゼント

記念チケット
• 持ち帰りに邪魔にならないカードサイズ

真岡鐵道オリジナルボールペン

※裏面には特設サイトのQRコードを掲載

（表面） （裏面） （表面） （裏面）


